
2 広報

　新年を迎えました。市民の皆さん、いか
がお過ごしでしょうか。
　宿題や部活が気がかりな子どもたち、
年始特番のテレビぐらいは観ようと考えて
いる受験生、友達や恋人との再会を楽し
みにしている若者もいれば、どこにも出か
けないで、家に閉じこもるお父さんやお母
さんも多いと思います。いやいや、それどこ
ろではなく、お正月も仕事などの工面で頭
がいっぱいだったり、病気やケガの養生
に懸命だったり、ご親族のご不幸で大変な
皆さんがおいでかも知れません。
　毎日が「満ち足りています。何も望みま
せん」と言う方は、珍しい存在です。たとえ
皆さんの隣人が、どんなに幸せそうに見え
ても、度合いの違いこそあれ、心配の種や
悩み事を抱えています。

　格好良くは生きられません。全てが上手
くいくこともありません。現状を少しでも好
転させるには、もがくしかないと思っていま
す。苦悩は、“解決に向けた道のり”に付き
物の痛みです。
　課題の存在を他人のせいにしないこと、
自身の行い、努力の仕方を反省すること
が肝心です。これは故郷の「まちづくり」に
も言えることです。世界的不況を口実にし
ていないか、予算がないと言い訳をしてい
ないか、新米市長だからと言う甘えはない
か、自問自答の毎日が続いています。
　相田みつをさん（書家・僧侶）の作品で、
大好きな言葉があります。

　　やれなかった
　　やらなかった
　　どっちかな

　いつも、背中を押してくれる教えです。
　「まちづくり」の姿は幾つあってもいいと
思います。ち密な計画も大切ですが、成果
を狙い過ぎて、足踏みしている余裕はあり
ません。走りながら考えるスピード感、一度
に二兎も三兎も追う貪欲さだって必要で
す。困難な課題に期限付きで立ち向かっ
てこそ、解決への加速度は増します。だか
ら「まず、やってみよう」がモットーです。
　皆さんにとっても、故郷にとっても、前進
の年となることをご祈念いたします。
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